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気候変動問題とは本質的にエネルギー問題である。化石燃料から再生可能エネルギーへの転換は不可避だが、

そのためには、再エネ由来の電力を貯蔵・運搬が可能で使いやすい燃料への変換が必要である。したがって、

カーボンニュートラルの鍵は、「どのエネルギーキャリアを中心に据えるか」にある。バッテリーのみでは、膨大な

エネルギーの輸送・貯蔵を担うことはできない。地球規模での課題解決には、発展途上国でも使える既存技術

の組み合わせが不可欠である。その中で、既存インフラを活かし、誰もが利用可能なメタノールは、現実的で持

続可能な選択肢である。メタノールは CO または CO₂と水素から合成でき、火力発電所・製鉄所・セメント工場・

化学工場などで排出されるCO₂を回収し、再生可能エネルギー由来の水素と反応させることで製造可能である。

生成されたメタノールは、内燃機関や燃料電池の燃料として再利用でき、CO₂を再びメタノール合成に循環させ

る「CO₂–メタノール循環社会」を形成する。さらに、メタノールは MTO（Methanol to Olefin）プロセスによりエチレン

やプロピレンを生産でき、化学工業の基幹原料としても重要である。講演者は 1993 年より CO₂からのメタノール

合成触媒を研究してきた。2025 年 11 月には Springer Nature より『Blueprint for a Methanol Society – Toward 

Carbon Neutrality』、本年 3 月には日本語版として丸善より「メタノール社会の青写真」が出版された。本セミナー

では、この著書の主要な内容を紹介したい。 

 

北海道大学大学院博士課程修了（理学博士）。インディアナ大学およびワシントン大学ポスドク、筑波大学教授、
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触媒、CO₂からのメタノール合成、電極触媒の反応理論。IUPAC CHEMRAWN 委員（日本代表）として国際的に

活動中。2025 年に Methanol Energy System Japan を設立し、シンクタンク活動を展開中。 
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